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障害者の就労支援を担う人材育成の取組  
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障害者の就労支援を担う人材育成のための取組状況（H19）①  
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連携を通じた職リハに関する基礎知識、共通理解の形成  
ジョブコーチへの  

●関係機関職員に対し、職リハの基礎  
知喜哉を付与  

域職リハ推進フォーラム   

●関係機関職員に企業担当者も加えて、  

職リハに関する共通認識を形成  

フォローアップ  

●配置型ジョブコーチと第  
1号ジョブコーチとのペア  

支援を通じて、地域セン  

ターからの更なる支援技術  

等の移転  

●ジョブコーチ推進協議会  

等の機会を活用したケース  

スタディや新しい知識、技  
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障害者の就労支援を担う人材育成のための取組状況（H19）②   

●   ●   



最近の研修に関する特徴的傾向  

・受講後アンケートでも「就業支援のイメージを持てた」、「就業支援の基本姿勢を  
学べた」から「中級者用のセミナーの開催をお願い」までさまざまな意見。  

ラムの要望がみられる。  
＼ら、現場の実情に即した研修  

盈正行軌汰ぺ  

蝕 
料ぬ扉扉肺m蹄価相即拍相博聞帽酬削め軸勘げ印l   



アンケート調査における受講者及び所属長からの研修への要望  

H19職業リハビリテーション実践セミナーに関するアンケートより  

●実務経験の有無により講義の内容をさらに分けた万がよいのでは。  
●より具体的な就労支援のカリキュラムを実施していく上で必要なスキル取得のための   
内容を希望します。  

●中級者用のセミナーの開催をお願いします。  

●求人と求職のバランス等地域差が大きいので地域（県単位）ごとの分科会があると良い   

と思います。  

H19障害者就業・生活支援センター等職員研修に関するアンケ「トより   

●定期的なスキルアップ研修があれば良いと思う。   

●他の障害者就業・生活支援センターが行っている取組などの情報が知りたい。  
●スキルの向上をはかるために、地域センターが実施されるセミナー等に会以上に積極  
的に参加していきたい。  

H19発達障害者就労支 援センター 支援等研修に関するアンケートより  

●初級、上級などの参加者の習熟度に応じたコースを設けてほしい。  

●他の職員にも受講させたい。是非地域でも同様の研修を開催してほしい。  H19ジの  
●半年後、一年後、など一定期間実践した後に参加できる全国規模の研修があるといい。   
●スキルアップ研修をしてほしい。  

●地方での先進的な甘又組を示唆してもらえるような研修も参考になる。  

盈正行政蕊ぺ  
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今後の人材育成の在り方について  

基本的考え方  

口各就労支援機関における人材育成の取組みと外部の研修機関による多様な研修   

機会の提供及び助言・援助の実施   
一就労支援機関においては、それぞれの特性、必要性等に応じた人材の育成が必要。   
－こうした人材の育成に当たっては、就労支援機関の規模、内容等に応じて、大きく次の  
方法が考えられる。  
①自ら人材育成のための体制を整備し、必要な能力の開発、向上については、外部の  
研修機関を活用する。  
②外部の研修機関での研修をベースに、OJTにより、必要な技能等を付加する。   
－このため、外部の研修機関が就労支援機関に対し、  
①さまざまなニーズに応える研修機会を提供すること  

②連携等を通じて、脚寺、人材育成に資する助言、援助が得られる機会を提供すること  
が必要ではないか。  

当面の研修の在り方  

口多 
る酬参機会墾也去  

璽者の  

．就 
－一定の経験等がある書からは、スキルアップを図る機会についてのニーズが増大すると予想  
される。  

口実践的な研修機会の充実   
一就労支援を新たに取り組む者に対しては、基礎白勺な知識を修得した上で、併せて、実践  

る ための機会を拡大することが必要。   的なスキルを修得す  
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参考頁料1－1  

平成19年庶 人材育成の概要  

（1）職リハの基本概念、障害者雇用対策の体系と就業支援者の役割、関係機関と  

職業リハビリテーション実践セミナー   （2）障害別の障害特性・職業的課題と就業支援に係るニーズ、支援技法等（コース  ○土日を含めて4日間で開催  
○基礎的講座は選択制、平日（木金）実施  

者を含む）   ′機能障害コース  
（3）企業における障害者雇用の実際と就業支援に係るニーズ   

4日   

3コース合計  

（1）障害者雇用対策の体系と支援センターの役割、関係機関との連携の方策  
障害者就業・生活支揮センター、  新たに障害者就業・生活支援センター、障害者    （2）知的・発達・精神・身体・高次脳機能障害に係る障害別の障害特性・職業的   
播‡障害者雇用支援センター新任担当  雇用支援センターにおいて就業支援担当者等に  課題、就業支援に係るニーズ、支援技法等   4日   

育㌻者研修   なった者  
肴 

（3）企業における障害者の雇用管理の実際と就業支援に係るニーズ、事業主支援   

戦  の基礎   

テi▲   支援センターの指導員等であって、新任担当者   （1）リーダーとしての役割   前期  3日   

○前期・実践期・後期と3期に分け、集合研   口    烹…就業支援スタッフリーダー研修  研修を修了後4年程度の  実務経験があり、対外  （2）新たな支援技法等  実践糊10週間   的・対内的に中堅悶員としての業務を遂行する   （3）企業経営や障害者の雇用管理の実際、就業支援に係るニーズ、事業主支援に    修と実務が連動した構成   ‖  
ことを期待されている者  係る支援技法   後期  3日   

修讐j           ン  

タ  （1）障害者雇用対策の体系と支援センターの役割、関係機関との連携の方策、   
去三  支援センターの業務運営と管理者の役割   

妄忘誌  2日   

の基礎   

発達障害者支援センターや発達障害者の支援を   （1）発達障害者の雇用対策の体系と就業支援者の役割、関係機関との連携の方策   
発達障害者支援センタ岬就労支援担当者  

ている者（これから担当することとなる者を含   （3）企業における発達障害者の雇用管理の実際と就労支援に係るニーズ、事業主  
4日   

等研修  
2  

む）  支援の基礎   

第1号ジョブコーチ   9日   ○総合センターで行う本部研修と地域センターで行う  
4   地域研修により用成  

（1）職リハの基本概念、障害者雇用対策の体系とジョブコーチの役割、関係機関   
新たに職場適応援助者  との連携の方策  

（2）知的・発達・精神・身体・高次脳機能障害に係る障害別の障害特性・職業的   9日   

○総合センターで行う本部研修と地域センターで行う  
ジョブコーチ養成研修  晶夏蒜第2号ジョブコ→  地域研修により構成  

課題、就業支援に係るニーズ、ジョブコーチの支援技法等  ○地域研修は原則事業所で実施  
なった者  （3）企業における障害者の雇用管理の実際と就業支援に係るニーズ、事業主支援   

の基礎（第1号）  

合計   

職リハネットワークの整備のため、職リハに関する共通認識が形成されるよう、  

地域職業リハビリテーション推進フォー ラム  地域の職業リハビリテーションネットワークを構成する 福祉、医療・保健機関等の機関、その他の関係機関、企 業等の担当者    就労移行支援事業者とのネットワークの形成、精神障害者の雇用支援ネットワーク の整備等の地域のニーズに応じたテーマを設定し、講演、シンポジウム、意見交換  ターが設定   
等を実施。   

職リハネットワークの整備のため、職リハに関する基礎知識が付与されるよう、  
地域就業支援基提議座   福祉、医療・保健等の機関の職員  職リハの概要、障害者雇用に関する制度、精神障害者の就業支援の実際等の地域の  89  

ニーズに応じたテーマを設定し、講義、事例検討等を実施。   



障害者の就労支援を担う人材育成のための研修一所属機関別状況（平成19年度）－   

1．職業リハビリテーション実践セミナー  

（1）第1回：平成19年8月2日（木）～8月5日（日）  

知的障害コース  精神障害コース   高次脳機能障害コース  全体  

修了者（名）  構成比（％）  修了者（名）  構成比（％）  修了者（名）  構成比（％）  修了者（名）  

福祉機関   80  74．1％   64  71．1％   19  37．3％   163  

医療・保健機関   2  1．9％   13  14．4％   23  45．1％   38  

教育機関   20  18．5％   2   3   3．3％  3．9％   25  

事業主   3  2．8％   5  l迂一   4  7．8％   12  

その他   3   2．8％   5   5．6％   3   5．9％   

合計   108：100．0％  90  100．0％   51  100，0％   249  

（2）第2回：平成20年1月31日（木）～2月3日（日）  

知的障害コース  精神障害コース   高次脳機能降雪コース  全体  

修了者（名）  構成比（％）  修了者（名）  構成比（％）  修了者（名）  構成比（％）  修了者（名）  

福祉機関   88  ●●－   69  61．6％   15  22．4％   172  

医療1保健機関   6  5．2％   25  22．3％   47  70．1％   78  

教育機関   13  11．2％   8   7．1％   2   3．0％   23  

事業主   3   2．6％   3  2．7％   口   1．5％   7  

その他   6   5．2％   7   6．3％   2   3．0％   15  

合計   
116  100．0％   112  100．0％   67  100．0％   295  100．0％   

（3）平成19年度 合計  

知的障害コース  精神障害コース   高次脳機能障害コース  全体  

修了者（名）1  構成比（％）  修了者（名）  構成比（％）  修了者（名）  構成比（％）  修了者（名）  

福祉機関   168  75．0％   133  65．8％   34： 28．8％  335  

医療・保健機関   8   3．6％   38‡18・8％  70  59．3％   116  

教育機関   33  14．7％   5．4％   4  

事業主   6   2．7％   8ミ   4．0％  5   4．2％   19  

その他   9   4   12   5．9％   5   4．2％   26   
‾   

4．8％   

合   224「100．0％  202  100．0％   118  100．0％   544  100．0％  



2．発達障害者支援センター就労支援担当者等研修  

第1回：平成19年9月10日（月）～13日（木）※13日は選択講座  

第2回：平成20年2月18日（月）～21日（木）※21日は選択講座  

第1回  第2回  全体  

修了者  構成比（％）  修了者  構成比（％）  修了者  構成比（％）   

発達障害者支援センター   22   37．9％   13   16．5％   35   25．5％   

就労（生活）支援センター   12   20．7％   30   38．0％   42   30．7％   

事業主   7   12．1％   2   2．5％   9   6．6％   

職業能力開発施設関係   8   13．8％   7   8．9％   15   10．9％   

福祉機関   3   5．2％   5   6．3％   8   5．8％   

教育機関   2   3．4％   3   3．8％   5   3．6％   

地域若者サポートステーショ   0   0．0％   10   12．7％   10   7．3％   

若者自立塾   0   0．0％   3   3．8％   3   2．2％   

その他   4   6．9％   6   7．6％   10   7．3％   

合計   58   100．0％   79   100．0％   137   100．0％  



参考貨料2－1  

平成20年度 人材育成の概要  

名  称   対  象  者   内  容   日数   回数   備 考   

知的障害コース   
4日  

（18年廣は発達護書コース）  

福祉、医療■保健、教トー－－ 
障榊障害コース   

（1）職リハの基本概念、障害者雇用対策の体系と就業支援者の役割、関係機関と  
4日   の連携の方策  

職業リハビリテーション実践セミナー  
団  ○土日を含めて4日間で開催  

わっている者（これか－  
「2）障害別の障害特性・職業的課題と就業支援に係るニーズ支援技法等（コース  
別に実施）  

○基礎的講座は選択制、平日（木金）実施   

ら携わろうとしている高次脳機能障害コース  （3）企業における障害者雇用の実際と難業支様に係るニーズ   4日   

者を含む）  

3コース合計  

（1）障害者雇用対策の体系と障害者就業・生活支援センターの役割、関係機関  
との連携の方策  

蜂害者就業・生活支瑳センター就  新たに障害者就業・生活支援センターにおいて    （2）知的・発達・精神・身体・高次脳機能障害に係る障害別の障害特性・職業的   4日  
就業支援担当者等になった者  課題、就業支援に係るニーズ、支援技法等  

4  

菜支援担当者研修  
（3）企業における障害者の雇用管理の実際と就業支援に係るニーズ、事業主支援  
の基礎  

津  
育  
者  次の何れにも該当する者  

①障害者就業・生活支援センターにおいて3年  
前期3日  

献  
葉  
抱 程度の就業支援実務経験を有し、今後も継続  
員隻  勤務の予定があること  （1）中堅職員としての役割  

②障害者就業・生活支援センターにおいて中堅  実践期10週間  ○前期・実践期・後期と3期に分け、集合  
雷雲就業支提スキルアップ研修  職員として支援技法等のスキルアップを図るこ   口   研修と実務が連動した構成  
は  
セ  とが望まれるとその支援センターの長が認めた  係る支援技法（職場（作業）改善と職務再設計）  

者  
タ   ③同一年度内に全ての課程を履修できる見込み  後期3日  

のある者  

（1）障害者雇用対策の体系と障害者就業・生活支援センターの役割、関係機関   
障害者就業・生活支援センター主          新たに障害者就業・生活支援センターにおいて  との連携の方策、支援センターのマネージメント業務と主任の役割   

（2）企業における障害者の雇用管理の実障と就業支援に係るニーズ、事業主支援   
4日   

任就業支授担当者研修   主任就業支援担当者になった者  
4  

の基礎   

発達障害者就業支接セミナー   発達障害者支援センター及び発達障害者支援を 実施している機関において就業支援を担当する  4日   

者（これから担当することとなる者を含む）   

9日   ロ  ○総合センターで行う本部研修と地域セン ターで行う地域研修により楕成  
第1号ジョブコーチ   （1）職リハの基本概念、障害者雇用対策の体系とジョブコーチの役割、関係機関  

新たに職場適応援助者▼  との連携の方策  
ジョブコーチ養成研修  （ジョブコーチ）とし  （2）知的・発達・精神一身休・高次脳機能障害に係る障害別の障害特性・職業的  ○総合センターで行う本部研修と地域セン  

ての職務を行うことと第2号ジョブコ‾チ  課題、就業支援に係るニーズ、ジョブコーチの支援技法等  9日   ターで行う地域研修により構成  

（3）企業における障害者の雇用管理の実際と就業支援に係るニーズ、事業主支援  
○地域研修は原則事業所で実施  

なった者   

合計  の基礎（第1号）  

職リハネットワークの整備のため、職リハに関する共通認識が形成されるよう、  

地域職業リハビリテーション推進フォー ラム  地域の職業リハビリテーションネットワークを構成する福 祉、医療・保健機関等の機臥その他の関係機関、企業等 の担当者   就労移行支援事業者とのネットワークの形成、精神障害者の雇用支援ネットワーク の整備等の地域のニーズに応じたテーマを設定し、講演、シンポジウム、意見交換  
等を実施。   

職リハネットワークの整備のため、職リハに関する基礎知識が付与されるよう、  
地域就業支揺基礎講座   福祉、医療・保健等の機関の職員  臥ノハの概要、障害者雇用に関する制度、精神障害者の就業支援の実際等の地域の  

ニーズに応じたテーマを設定し、講義、事例検討等を実施。   




